
 

新潟県における COPD の現状と課題及び対策について 

 

１ 現状と課題 

 

（１）COPD（Chronic Obstructive Pulmonary Disease：慢性閉塞性肺疾患）について 

 ○ 肺の炎症性疾患で、咳・痰・息切れを主な症状として緩やかに呼吸障害が進行

する。かつて肺気腫、慢性気管支炎と称されていた疾患が含まれている。 

 ○ 原因としては、50～80％程度にたばこ煙が関与し喫煙者では 20～50％が

COPD を発症するとされる。 

 ○ 健康づくりの取組としては、予防可能な因子への対策を進めていくことが重要

であり、喫煙対策により発症を予防するとともに、早期発見と禁煙や吸入治療等

の介入によって憎悪や重症化を防ぐことで、死亡率の減少に加え健康寿命の延伸

につながることが期待される。 

（健康日本 21（第三次）推進のための説明資料（令和 5 年 5 月）） 

 

（２）現状と課題（健康にいがた 21（第４次）（素案）より） 

 〇 COPD（慢性閉塞性肺疾患）の認知度は低く、更なる周知・啓発が必要 

  ・ COPD（慢性閉塞性肺疾患）は喫煙が重大なリスク要因であり、また、多く

の潜在的な患者が見込まれることから重症化防止の対策が必要な疾患である

一方、県内における認知度は 32.1％※であり、多くの未受診患者がいると考え

られます。 

※ R4 年時点の値。全国は 34.6％（（一社）GOLD 日本委員会調査結果） 
 

  ・ 指標：COPD による死亡率（人口 10 万人当たり） 

    現状値：13.0 人（R5）、最終目標値：10.0 人（R14）※ 

     ※ 健康日本 21（第三次）と同様の目標 
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２ 今後の取組の方向性（案） 

 

○ 「健康にいがた 21（第４次）（素案）」における施策と取組の方向性を踏まえ、引

き続きたばこ対策の普及啓発を継続するとともに、医療従事者等に向けた COPD の

普及と県民に対する予防の取組を進めていく。 

 

（１）たばこ対策における普及啓発 

＜全世代＞ 

 ・ 喫煙は、がん、脳卒中、心血管疾患、呼吸器疾患、COPD、糖尿病、周産期の

異常等の重大なリスク要因であることから、普及啓発を行います。 

＜高齢者＞ 

 ・ 喫煙による COPD が発症すると、息切れや症状悪化により身体活動性が低下

することで要介護や寝たきりなど高齢者の QOL 低下につながることから、

COPD に関する高齢者も含めた一般住民の理解促進に向けた普及啓発を推進（一

部再掲） 

 

○ 上記を踏まえた取組（継続） 

  ・引き続き、たばこ対策の普及啓発において、喫煙リスクが高い疾患の一つとし

て、世界禁煙デー（5 月末）などの機会を捉え、市町村と連携しながら COPD
の普及啓発を実施 

 

（２）疾患の理解及び予防の促進 

 ・ COPD に関する医療従事者及び県民の理解促進や、市町村の健診の際に問診な

どをもとに受診勧奨を行う取組の拡大を進めます。 

 

○ 上記を踏まえた取組（新規） 

  ① 疾患の理解促進 

   ・医療従事者向け 新潟 COPD リンク※１等と連携したセミナーの実施 

   ・県民向け    COPD 集団スクリーニング質問票※２を活用した県ホーム 

ページでの情報発信 等 

※１ 県内医師等からなる呼吸器疾患患者を支えることを目的とした任意団体 

※２ 他県での掲載実績がある簡易的な疾患チェック票 

② 受診勧奨の拡大 

・燕市における COPD 検診等の先進的な取組の横展開 

・市町村や関係機関と連携した周知（（１）の取組と同時実施） 




